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多気町多気郷土資料館にて 6月 23日 まで「時代が求めた女性像報 ・現代の婦人雑誌から―」が展示

開催された。町内の住民の方の倉庫に眠つていた雑誌コレクション等を、丁寧に整理し展示。 2年前の

「乙女の見た夢」展示の時と同じく、ジェンダーの視点をきちんと反映して公開した。

特に良かつたのは『婦人倶楽部』大正 16年新年号・昭和 2年 2月 号の「明治大正婦人界絵入年表」。

(大正天皇崩御が年末だつたため印刷訂正が間に合わず「大正 16年新年号」になつているが、実際は「昭

和 2年新年号」と「昭和 2年 2月 号」の前後編。)さ っそく二重の女性史研究会でも雑誌の専門図書館か

らコピーを取り寄せ、例会で読み合つた。当時を生きていた編者が、女性の歴史として何を選択し何を

選択していなかつたかがわかる。また、今の女性史研究の中で当然知っているべき固有名詞が間違って

いるのを見つけたり、当時の文章表現に目を丸くしたり、現代の研究と比較したりするのも面白かつた。

そして、地域の地道な取り組みが、町内・県内にもつと知れ渡り広まっていくとよいのにと思つた。

この「時代が求めた女性鰤 ・現代の婦人雑誌から―」は、場所を多気町勢和郷土資料館に移し、9月

22日 (日 )まで展示開催中。また多気町多気郷土資料館では「銃後の戦い一軍国の広告一」を同じく 9

月 22日 (日 )ま で展示開催中。ぜひ。
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二重の農業女性たちは、自らの暮らしや働き方を見つめ、『家の光』

『女の階段』紙上等で、その現状や思いを文章に綴つてきました。これらを
紹介し、働く女性の自立や、二重の農業女性の未来を見つめます。また

二重の女性史や二重の女性史研究会のあゆみも同時展示します。
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三菫暴男女共口●●センター(フじンテみえ)にて、お待ちしていきす.
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二重の女性史研究会は、6月 30日 (日 )フ レンテみえ

リサーチ室にて、2013年度の総会を開催しました。総会

では 2012年度の活動を振り返り、2013年度の活動につ

いて活発に意見を交換しました。

また当会は、本年度、節目の活動 5年目に入りました。

これも日頃ご支援ご協力いただいている皆さまのおかげ

と感謝しております。今年度の二重の女性史研究会の活

動にご期待ください。

氷川丸は昭和 5年に就航、昭不016年きで豪華客船として太平洋

を往復した。戦中・終戦直後は、内装・外装を変え、ヨ1揚船→病院

船→復員・引揚者輸送を務めた。昭不口25年に再びシアトル定期航

路の貨客船として復活し、昭和 35年惜しまれつつ引退した。現在

は竣工当初の内装に近い形で復元され、一般に公開されている。実

際に入場すると、船内にはチャップリンが乗船したことが大き<取

り上げられていたが、同時に一等船客として乗船した丼出夫妻につ

いての記録は無かつた。しかし、復元された客室やダイニングサロン、

階段手すりの文様などから、夫妻が 10日 余りを過ごした船旅の様子が、

日に浮かぶようだつた。

氷川丸の入場券に、日本郵船歴史博物館のチケットも付いていたので

同博物館に最後に立ち寄る。すぐさま付随する図書室で関連する資料は

ないか調べていると、係の方が氷川丸チャップリン乗船時の資料を、写

真を含めいろいろ提示してくださつたが、やはり丼出夫妻につながるも

のは出てこなかつた。そうしてようや<博物館に戻り展示物を見ている

と、夫妻が別の年に利用した伏見丸も日枝丸も、残念ながら太平洋戦争

で海に沈んでいることがわかつた。

f丼出ひろ本人が乗船した氷川丸を今日、実際に乗り込んで日の当た

りにできることは、大変幸運なことなのだと思い知らされた瞬間だ

った。(なお、この博物館は日本郵船所有の船の情報が主なので、

より詳し<乗船したすべての船の行<末を知るには、会員の竹内令

さんが今年見学に訪れた、神戸の「戦没した船と海員の資料館」で

調べた方がよいかもしれない。)

①

② 父 (行雄)と母 (和子)は、ともに終戦時小学 1年の戦後民主主義教育 1期生。恋愛結婚が主流に

なつていくハシリの世代でした。2人にとつて初めての子どもだつた私は、互いの頭文字、行雄の「ゆ」

と和子の「か」を取り、2人は「縁 (えん)」 あつて出会ったのだから『ゆかり」と名付けられました。

(… とここまでは聞いていられないラブラブ話なのですが、)女の子が漢字の名前では「優しくない」

「賢くなつては困る」「女は万事控え目がよい」ということで、ひらがなの名前になりました !

③  (何でも書いちやつていいんですか‐。)井出ひろをはじめとする二重の女医史、二重における婦人

参政権 口公民権運動をなんとかまとめて形にしたい。二重県近代女性史年表を作りたい。『三重の女性

史』教材版を作りたい。二重の女性史の女性たちをモデルに群像大河 ドラマを創りたい (主題歌だけ

はもうできているんですが (笑 ))。 宝くじに当たつたらシアトルに行く !(天高く夢も体も肥ゆる秋?)

////    1
また、新年度の役員等を、右

記のように決定しました (すべ

て前年度より留任)。

皆さまにおかれましては、以

前と変わらぬご支援・ ご協力の

ほど、何卒よろしくお願い申し

上げます。

2013年度二重の女性史研究会役員等

会長 鈴山  雅子

副会長 江南  登美

事務局長 佐藤 ゆかり

事務局次長 土屋  邦恵

会計 寺井  和子

会計監査 l 坂倉 加代子

名誉会長 l 演田  滋子

伊藤 康子 ・ 西川

①お名前は

②あなたの名前の由来を教えてください

③今後女性史で取り組んでいきたいこと

佐 藤  ゆ か り

二重の女性史研究会では、新入会員を募集しています。ジエンダーの視点で

二重の女性の歴史を掘り起こしたい方、研究を通しエンパワーメントを図りた

い方、その他二重の女性史に興味・関心をお持ちの方、ご参加をお待ちしてい

お申し込み・ お問い合わせけ二重の女性史研究会事務局

〒514‐1133津市久居万町 638Ⅲ2佐藤ゆか り

TEL&FAX:059-255-7813
Ё・mail:mie¨hettЮ口 d.oCn.nem

※またはお近くの二重の女性史研究会会員まで



丼出ひろが乗船 した氷川丸

佐藤 ゆかり

2年前 (2011年)フ レンテまつりでの、川□祐二さんの言葉が気になつていた。「伊東里きのアメリ

カ行き乗船名簿を横浜まで行つて調べた」と。丼出ひろの足跡も横浜に残つているのではないかという

思いが、ずつと心に引つかかつていた。けれど、それを調べるためだけに横浜に出かけるのもなあと、

先延ばしになつてきていた。だが今回、婦人参政同盟三重県支部古林ス子調査 (今号前ページ。15号 7

ページ参照)で法政大学多摩キヤンパス大原社会問題研究所に出向いた時、横浜で乗り継ぎ、宿もそこ

にとつたことと、その調査が思いのほか早<片付いたことで、海外移住資料館に出かけていつたのが、

丼出ひろ横浜調査の始まりとなつた。

海外移住資料館は赤レンガ倉庫近<の 」lCA横浜の中にある。図書資料室は海外移住に関する約

20,000点の参考文献や資料を所蔵しているが、乗船名簿について尋ねると「プラジリレ行きについては

揃つているが、アメリカ行きは無い」との回答だつた。次に日本新聞博物館へ。日本での日刊新聞発祥

の地が横浜ということで、この地に建てられたという。4階に新間の専門図書館「新聞ライプラリー」

があり、そこに所蔵されていた「横浜貿易新報」から、丼出夫妻が最初に渡米した船の出港日時 (欽― :

伏見丸大正 9年 9月 28日午後 3時/ひろ :あらばま丸大正 11年 10月 13日 )を確認した。

さらにと出かけたのが、横浜開港資料館の閲覧室だつた。ここで見つ

けたのが、東京毎日新聞 (大正 11年 10月 14日 )、 丼出ひろ出立の

写真である (左 )。 写真の下に「女警丼上ひろ子さん亜米利加への立嚢」

とあるが、これはまされもな<丼出ひろである。日付から出港直後の記

事と悪われるが、写真はyotの窓ではな<客車の窓のようである。さらに

見ると、写真右に義姉・竹内茂代、奥にはお<るみに<るまれて眠る赤

ん坊 。米夫の姿が見える。このことから、横浜に向かう列車が東京駅を

出る間際、ホームで見送る人長にひろが挨拶をしている瞬間を撮つた写

真で、横浜まで茂代や米大が見送りに行つたことが推察される。

ここで、丼出夫妻が日米の往復に利用した船の情報はないかと、切り

□を変えて調べてみた。今までの調査で現在判明している船は下表のとおりである。このうち氷川丸は、

敗戦後に始まつた女性たちの戦い

二重の女性史研究会会員  竹 内  令

今日は67回 目の終戦 (敗戦)記念日.68年前のその日、私は 12歳。津市郊

外の、小学校高等科 1年だった。

我が家のラジオの前に集まつたのは、焼け出された5家族を含めて 6家族。
やがて父は、畳にひれ伏して泣きだした。窓の外の抜ける青空。空気を掻き混
ぜる蝉時雨。それらが、80歳になった今も生々しく蘇る。

朝から、『二重の女性史』を紐解いた。

目を惹くのは、占領軍の進駐 (1945・ 1002、 四日市)に際して県から出され
た「連合軍進駐二対スル心得」、「婦女子自衛上ノ指導事項」(P90)。 続けて、占

領軍向け「慰安施設」計画。二重への進駐はごく一部に留まつたため、その種
の施設の県内設置は見送られた (P91)も のの、当時の社会の、殊に女性への人

権意識を浮かび上がらせるに充分である。「慰安婦問題」と根は同じで、“世界
負の遺産"と言いたい:

第二章第五節 (三)従軍看護婦、 (四)戦争の犠牲、等々の記述によつても、
我々は、敗戦直後の状況の一端を窺うことができる。当時の女性たちにとつて

は、まさに、戦時中とは質の違う戦いが始まったのだ。そしてその戦いの苦し
さは、戦後 68年を経てなお、その殆どが水面下に隠されている。私は、その幾
つかを目にしていて、今も、思い出すたびに胸が引きつるのだ。それらは、
(1)家族が生きるために、プライ ドを捨てる戦い

(2)侵略の手先にされていたのだと知った呻きと、捨てた故郷への引き揚げ

(3)原爆後遺症、生活困窮者等に対する、差別との戦い

(4)戦渦で果てた家族を、諦めるための戦い

等と、数え上げればきりがない。声にすれば余計に傷付く苦しみは、胸の奥に

潜り込み根を張つて、多分、終生その痛みから逃れられなかったことだろう。
声にならない苦しみ、文字にし得ない苦しみを洞察すること、これこそが、

平和を購つてくれた人々に対する我々の礼儀であり、義務であろう。
そして、証言者が居なくなる今後は、洞察の手がかりとなる絵画 0写真・文

芸作品なども、資料として大切になるだろう。

この6月 、「満蒙開拓平和記念館」 (長野県下伊那郡阿智村に 5月 開館)を訪

偶然にも喜劇王チャップリンと同船したことが、

さまざまな記録に残つている。船名を開覧室の

データベースで検索してい<と、その氷川丸の

資料が飛び抜けて多い。疑間に思いながらも、

それらを書庫から出してきてもらつてさらに驚

いた。二重県の人には、かつての 鴫 羽ぶらじ

る丸」の名前を初めに出した方が分かりやすい

だろう。大洋での航行のつとめを終えた後、港

に繋ぎ、静態で保存し、観光に供している船が

大正 9年 9月 欽 ― 日→米 伏見丸

大正 11年 10月 ひ ろ 日→米 あらばま丸

大正 12年 10月 欽

―
‐ 米→ 日 フ・レシ
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゛
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昭和 7年 6月 ひ ろ 。

欽一

日→米 氷川丸

昭和 10年 3月 ひ ろ・

欽 ^

米→ 日 日枝丸

ある。横浜港にもそうした船があることは知っていたが、それが氷川丸だつたのだ。わたしはすつかり

舞い上がつて、山下公園にある氷川丸へと向かつた。

エッセイ

『
三 菫 の 女 性 史 』 を 読 み 返 す (2)

問。上梓を待つて後日送ってもらつた証言集は、貴重な一級資料だった。
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2013年 6月 7日 (金)8日 (土)二重県男女共同参画センター (フ レンテみえ)にてフレンテ

まつ りが開催 されました。二重の女性史研究会も、8日 (土)セ ミナー室Aにおいて、公開全体研

修会 「女性 と政治」を開催 しました。当日は 24名 の方にご参加いただき、日頃の研究の成果を発揮

するとともに、西川洋先生の二重県史にまつわる、より専門的なお話 もうかがうことができました。

また参加の方々とも意見交流の場を設けることで、女性史について県民の皆さんに考えていただく

絶好の機会になつたのではと思つています。

西川洋先生 (二重の女性史研究会顧間)

【プログラム】

挨拶をする鈴山雅子会長 (後 ろは司会の寺井和子)

フレンテまつり期間中 2日 間にわたり、フレンテみ

え 1階で開催されたパネル展示「二重の女性史研究

会のあゆみ」「こんにちは二重の女性史研究会です」

「世界各国の女性指導者たち」

を発表す る川口節子 (上 )と 、

「婦人参政同盟二重県支部古

林久子」を発表する佐藤ゆか り

(下 )

西川洋先生より、助言と、「明治後期の新聞に見

る二重の女性」等についてお話 しいただ く。
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０
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当日のプログうムは

こちらです。

10 受付

研究会からの挨拶・趣旨説明・助言者 (顧間)紹介など

研究発表①川口節子「世界各国の女性指導者たち」

(発表 20分・質疑応答 5分・助言 5分 )

研究発表②佐藤ゆかり「婦人参政同盟二重県支部古林久子」

(発表 20分・質疑応答 5分・助言 5分 )

西川先生のお話 「明治後期の新間にみる二重の女性

(付 二重県内の近代戦争記念碑の分布について)」

oo まとめ・終わりの言葉

多数ご参加いただき、貴重なご意見も頂戴し、ありがとうございました。

(写真左のパネルは、春のパネル展に引き続き、わあむ津実行委員会と

津市男女共同参画室からお借りしました。ありがとうございました。)
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スト・助言者】

二重の女性史研究会 公開全体研修会

パネルの説明があり、より深い興味が湧き

故した。婦人参政権、具体的に理解するこ

とができました。もつと追求してみたい。

ありがとうございました。(50代女性)

より深い女性史の研究発表すばらし

かった。奥の深い研究であり、根・

0寺 間・気持ちが何よりであろう資料

ありがとうござい示す。(70代女性)

女性の立場について今も音もあまり変わ

ってないように思います。今後の課題でし

ょうね。でもよく研究された事、お話を聞

いて勉強になりました。(70代女性)


